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Ⅰ　
は
じ
め
に

　

本
会
は
、令
和
２
年
度
を
ス
タ
ー
ト
す

る
に
あ
た
り
、「
新
時
代
へ
の
挑
戦
、農
業

の
飛
躍
・
経
営
の
革
新
」を
目
指
し
て「
Ｊ

Ａ
静
岡
３
か
年
計
画
」を
策
定
し
ま
し
た
。

同
時
に
、こ
の
計
画
を
円
滑
に
進
め
る
た

め
、機
構
改
編
を
実
施
し
、新
設
の
部
が

２
部
、新
設
の
課
が
６
課
誕
生
し
ま
し
た
。

そ
の
中
か
ら
、今
回
は
、新
し
く
生
ま
れ
た

「
く
ら
し
支
援
部
」を
ご
紹
介
い
た
し
ま

す
。

Ⅱ　
く
ら
し
支
援
部
の
誕
生

　

く
ら
し
支
援
部
は
、
令
和
２
年
４
月
１

日
よ
り
新
組
織
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。
１
部
２
課
（
生
活
葬
祭
課
と
総
合
エ

ネ
ル
ギ
ー
課
）
、
総
勢
32
人
の
大
き
な
組

織
体
制
で
す
。
昨
年
度
ま
で
あ
っ
た
、
生

活
部
店
舗
生
活
課
と
葬
祭
総
合
課
、
燃
料

部
石
油
課
と
ガ
ス
課
の
２
部
４
課
の
事
業

を
引
き
継
ぎ
ま
す
。

　

く
ら
し
支
援
部
は
、
農
家
・
組
合
員
の
く 

ら
し
に
必
要
な
生
活
用
品
等
の
供
給
、
サ
ー 

ビ
ス
活
動
を
通
し
て
、
Ｊ
Ａ
を
中
心
と
す
る 

地
域
社
会
の
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

Ⅲ　
く
ら
し
支
援
部
の
事
業

1
生
活
葬
祭
課

　

生
活
葬
祭
課
の
事
業
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。

⑴
店
舗
事
業

①
Ａ
コ
ー
プ
事
業
は
、
県
下
Ａ
コ
ー
プ

店
舗
10
店
舗
で
、
地
域
の
生
活
イ
ン

フ
ラ
店
舗
の
運
営
支
援
を
行
っ
て
い

ま
す
。

②
飲
料
事
業
は
、
み
か
ん
果
汁
や
茶
葉

の
原
料
消
費
拡
大
を
目
的
に
、
オ
リ

ジ
ナ
ル
飲
料
の
販
売
を
行
っ
て
い
ま

す
。
県
内
Ｊ
Ａ
お
よ
び
県
外
Ｊ
Ａ
グ

ル
ー
プ
へ
の
販
売
を
す
す
め
て
い
ま

す
。

⑵
生
活
事
業

①
パ
ル
シ
ス
テ
ム
と
の
協
業
で
食
材
宅

配
事
業
を
県
下
４
Ｊ
Ａ
で
開
始
し
、

買
い
物
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

②
健
康
サ
ロ
ン
の
開
催
に
よ
る
健
康
機

器
の
推
進
、
家
庭
配
置
薬
事
業
を
通

し
て
、
組
合
員
の
健
康
支
援
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

③
通
販
事
業
と
し
て
、
水
の
宅
配
便
と

旬
鮮
倶
楽
部
を
継
続
推
進
し
て
い
ま

す
。

④
ス
ー
ツ
の
採
寸
会
、
Ｊ
Ａ
生
活
用
品

展
示
即
売
会
を
開
催
し
、
衣
料
品
、

日
用
品
の
拡
販
を
す
す
め
て
い
ま
す
。

⑶
葬
祭
事
業

①
追
悼
コ
ン
サ
ー
ト
や
事
前
相
談
会
等

の
行
事
を
開
催
し
、
事
業
の
基
盤
強

化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

②
西
部
葬
祭
セ
ン
タ
ー
の
ギ
フ
ト
加
工
、

セ
レ
モ
ニ
ア
佐
久
間
の
葬
祭
ホ
ー
ル

利
用
等
拠
点
加
工
事
業
を
推
進
し
て

い
ま
す
。

③
静
岡
県
農
協
葬
祭
事
業
連
絡
協
議
会

を
年
間
4
回
、
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
を

継
続
開
催
し
、
Ｊ
Ａ
職
員
の
資
質
向

上
を
図
っ
て
い
ま
す
。

Ｊ
Ａ
と
と
も
に
地
域
社

会
の
支
援
に
取
り
組
む

「
く
ら
し
支
援
部
」

▲クミアイ家庭配置薬の豊富なラインナップ ▲本県特産品を活用したオリジナル飲料

▲生花祭壇の一例 ▲安心・安全にこだわったエーコープマーク品

印新設部署

JA静岡経済連機構図（概略）
（２室、１０部、２０課、１工場）

監事室

監査室

茶業部 茶業課

建設部 建設課

JA支援課

企画管理課

経理課

企画管理部

総務部
総務課

人事教育課

みかん園芸部

柑橘果樹課

野菜花卉課

営農資材課

営業部
流通開発課

特販課

くらし支援部
生活葬祭課

総合エネルギー課

食糧部
パールライス袋井工場

食糧課

畜産部
畜産課

食肉課

生産資材部

生産振興開発課

肥料農薬課

農業機械課
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2
総
合
エ
ネ
ル
ギ
ー
課

　

総
合
エ
ネ
ル
ギ
ー
課
の
事
業
は
、次
の

と
お
り
で
す
。

⑴
石
油
事
業

①
燃
料
拡
販
策
と
し
て
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

②
油
外
収
益
拡
大
策
と
し
て
キ
ー
パ
ー

コ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
推
進
し
ま
す
。

③
燃
料
供
給
拠
点
の
永
続
化
の
た
め
Ｓ

Ｓ
収
支
改
善
と
施
設
改
善
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

④
Ｓ
Ｓ
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
管
理
者
研 

修
会
を
開
催
し
、
法
令
遵
守
お
よ
び
事 

故
防
止
等
の
研
修
を
行
っ
て
い
ま
す
。

⑵
ガ
ス
事
業

①
取
扱
数
量
の
維
持
拡
大
策
と
し
て
、 

販
売
店
間
の
拡
販
を
競
う
ク
ミ
ア
イ
プ 

ロ
パ
ン
チ
ャ
レ
ン
ジ
レ
ー
ス
な
ら
び
に

燃
料
転
換
運
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

②
営
農
用
の
需
要
拡
大
策
と
し
て
、
光

合
成
促
進
機
の
普
及
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

③
ガ
ス
事
業
の
保
安
強
化
を
図
る
た
め

Ｊ
Ａ
業
務
主
任
者
研
修
会
を
開
催
し

て
い
ま
す
。

④
消
費
者
の
安
全
確
保
を
図
る
た
め
、

安
全
化
シ
ス
テ
ム
の
加
入
普
及
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

Ⅳ　
自
己
改
革
の

　
　
取
り
組
み
と
成
果

　

本
会
で
は
、自
ら
改
革
に
取
り
組
む
と

共
に
、Ｊ
Ａ
の
自
己
改
革
を
支
援
し
て
い

ま
す
。令
和
元
年
度
に
成
果
を
得
た
取
組

の
中
か
ら
、現
在
、く
ら
し
支
援
部
に
所
属

す
る
各
課
が
実
施
し
た
内
容
に
つ
い
て
報

告
し
ま
す
。

1
店
舗
生
活
事
業

⑴
静
岡
県
産
茶
葉
の
消
費
拡
大
の
た
め
、

特
保
茶
飲
料
の
販
売
促
進
を
行
い
ま
し

た
。

⑵
パ
ル
シ
ス
テ
ム
と
の
協
業
に
伴
い
、
高

齢
者
を
対
象
と
し
た
安
心
見
守
り
サ
ー

ビ
ス
の
普
及
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

2
葬
祭
総
合
事
業

⑴
静
岡
県
農
協
葬
祭
事
業
連
絡
協
議
会
で

は
、
継
続
型
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
を
開
催

し
、
Ｊ
Ａ
職
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図

り
ま
し
た
。

⑵
葬
儀
の
小
規
模
化
に
伴
い
、
新
た
な
イ

ベ
ン
ト
に
参
加
し
情
報
収
集
を
行
い
ま

し
た
。
ま
た
、
葬
祭
ホ
ー
ル
で
の
追
悼

コ
ン
サ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。

3
石
油
事
業

　

営
農
用
免
税
軽
油
の
取
り
扱
い
に
つ
い

て
、
Ｓ
Ｓ
等
で
の
ぼ
り
を
設
置
す
る
な
ど
、

啓
発
に
努
め
ま
し
た
。

4
ガ
ス
事
業

　

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
の
災
害
時
で
の
強
み
を
生
か

し
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
発
電
機
の
普
及
推
進
に
取

り
組
み
ま
し
た
。

Ⅴ　
お
わ
り
に

　

本
年
度
発
足
し
た
「
く
ら
し
支
援
部
」

は
、
農
家
・
組
合
員
の
日
々
の
暮
ら
し
を

支
え
、
元
気
な
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
み

ま
す
。
コ
ロ
ナ
シ
ョ
ッ
ク
に
負
け
な
い
で

頑
張
り
ま
す
の
で
、
皆
様
方
の
ご
支
援
と

ご
声
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

▲葬祭研修会の様子 ▲大井川プロパンガス充填所

▲総合エネルギー課（ガス） ▲生活葬祭課（葬祭）

▲総合エネルギー課（石油） ▲生活葬祭課（生活）

▲総合エネルギー課（石油） ▲生活葬祭課（店舗）

▲JASS-PORT熱函

▲エネファーム
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５
月
27
日
と
６
月
16
日
、流
通
開
発
課
は
、

本
会
ネ
ッ
ト
通
販
サ
イ
ト
で
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
テ
レ
ビ
局
２
社（
Ｓ
Ｂ
Ｓ
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
）

の
取
材
に
協
力
し
ま
し
た
。Ｊ
Ａ
タ
ウ
ン
手

し
お
屋
で
県
の
助
成
を
受
け
実
施
し
た
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
の
消
費
拡
大
事
業

「
バ
イ
・
シ
ズ
オ
カ
」キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
取
り

組
み
を
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
が
目
的
。

　

取
材
を
受
け
た
番
組
は「
Ｏ
Ｒ
Ａ
Ｎ
Ｇ
Ｅ
」

（
Ｓ
Ｂ
Ｓ
）と「
た
っ
ぷ
り
静
岡
」（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
）

で
、流
通
開
発
課
井
谷
靖
徳
課
長
ら
が
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
に
応
え
、手
し
お
屋
で
の
取
り
組

み
を
紹
介
し
ま
し
た
。「
Ｏ
Ｒ
Ａ
Ｎ
Ｇ
Ｅ
」の

取
材
で
は
Ｊ
Ａ
三
島
函
南
の
協
力
の
も
と
、

手
し
お
屋
で
販
売
し
た「
函
南
す
い
か
」の
圃

た
ま
ご
と
花
の
地
産
地
消
を
P
R

た
ま
ご
購
入
者
に
花
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

　

７
月
18
日
、
鶏
卵
生
産
会
社
「
富
士
た
ま

ご
㈱
」
は
、
富
士
市
の
マ
ッ
ク
ス
バ
リ
ュ
富

士
八
幡
町
店
で
「
た
ま
ご
の
購
入
者
に
花
を

贈
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
開
催
し
、
本
会

（
畜
産
課
と
野
菜
花
卉
課
）
が
こ
れ
に
協
力

し
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響

で
消
費
が
低
迷
す
る
花
き
を
、
た
ま
ご
と
一

緒
に
地
元
の
消
費
者
に
楽
し
ん
で
も
ら
い
、

花
き
生
産
者
を
元
気
づ
け
る
こ
と
が
目
的
。

　

職
員
は
フ
ェ
イ
ス
ガ
ー
ド
や
マ
ス
ク
、
手

袋
を
着
用
す
る
な
ど
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
防
止
対
策
を
取
っ
た
上
で
接
客
し
ま
し
た
。

　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
は
、
た
ま
ご
を
1
パ
ッ

ク
購
入
し
た
お
客
さ
ま
へ
、
本
県
が
生
産

量
・
生
産
額
と
も
に
全
国
１
位
の
「
ク
ル
ク

マ
」
の
花
束
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
タ
ウ
ン
の
取
り
組
み
を
P
R

流
通
開
発
課
が
テ
レ
ビ
局
取
材
に
協
力

　

用
意
し
た
ク
ル
ク
マ
２
０
０
セ
ッ
ト
の
配

布
は
午
前
中
で
終
わ
り
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は

盛
況
で
し
た
。
同
社
は
今
後
も
継
続
し
て
同

様
の
行
事
開
催
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

場
で
生
産
者
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
収
録
し
ま

し
た
。「
た
っ
ぷ
り
静
岡
」の
取
材
で
は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
消
費
が
低
迷
す

る
ワ
サ
ビ
に
つ
い
て
、本
会
の
取
り
組
み
の
一

つ
と
し
て
ネ
ッ
ト
通
販
で
の
販
売
に
力
を
入

れ
て
い
る
こ
と
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

　

６
月
末
ま
で
実
施
さ
れ
た「
バ
イ
・
シ
ズ
オ

カ
」キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
結
果
、本
会
シ
ョ
ッ
プ

の
売
上
数
量
は
昨
年
の
３
倍
と
な
り
、中
で

も
函
南
す
い
か
は
昨
年
の
７
倍
に
増
加
し
ま

し
た
。ま
た
、新
規
取
扱
品
目
の
拡
大
に
も
努

め
、そ
の
１
つ
と
し
て
ワ
サ
ビ
や
ワ
サ
ビ
加

工
品
を
使
っ
た
商
品
を
販
売
し
ま
し
た
。静

岡
の
旬
の
農
産
物
を
多
数
販
売
し
て
い
る
Ｊ

Ａ
タ
ウ
ン
手
し
お
屋
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
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競
争
力
の
強
化
を

令
和
元
年
度
静
岡
県
農
協
葬

祭
事
業
連
絡
協
議
会
総
会
及
び

令
和
２
年
度
第
１
回
静
岡
県
農

協
葬
祭
事
業
連
絡
協
議
会

　

７
月
７
日
、
静
岡
県
農
協
葬
祭
事
業
連

絡
協
議
会
（
事
務
局
・
生
活
葬
祭
課
）
は
、

静
岡
市
内
で
「
令
和
元
年
度
静
岡
県
農
協

葬
祭
事
業
連
絡
協
議
会
総
会
及
び
令
和
２

年
度
第
１
回
静
岡
県
農
協
葬
祭
事
業
連
絡

協
議
会
」
を
開
き
、
会
員
ら
25
人
が
出
席

し
ま
し
た
。
活
動
計
画
の
協
議
や
情
報
交

換
等
に
よ
る
県
下
農
協
葬
祭
事
業
の
活
性

化
と
事
業
基
盤
の
強
化
を
図
る
こ
と
が
目

的
。
総
会
で
は
、
令
和
元
年
度
事
業
報
告

と
収
支
決
算
、
令
和
２
年
度
事
業
計
画
と

予
算
等
に
つ
い
て
協
議
し
承
認
を
得
ま
し

た
。
総
会
終
了
後
に
開
か
れ
た
第
１
回
協

議
会
で
は
、

各
会
員
の
近

況
と
実
績
の

報
告
、
県
下

統
一
広
報
活

動
、
ク
リ
ン

リ
ネ
ス
コ
ン

テ
ス
ト
の
開

催
案
等
に
つ

い
て
協
議
し

ま
し
た
。

　

７
月
１
日
、
人
事
教
育
課
は
、
県
農
業

会
館
で
「
令
和
２
年
度
新
入
職
員
本
採
用 

辞
令
交
付
式
」
を
開
き
、
加
藤
敦
啓
代
表
理 

事
理
事
長
が
本
年
度
入
会
し
た
新
入
職
員

６
人
に
辞
令
を
交
付
し
ま
し
た
。
辞
令
を

受
け
た
新
入
職
員
は
「
１
日
で
も
早
く
本

会
の
力
に
な
れ
る
よ
う
が
ん
ば
り
た
い
」

な
ど
一
人
一
人
決
意
表
明
を
し
ま
し
た
。

　

新
入
職
員
は
次
の
と
お
り
（
敬
称
略
、

写
真
前
列
右
か
ら
、
カ
ッ
コ
内
は
所
属
）
。

明
日
へ
の
期
待
を
担
う

令
和
２
年
度
新
入
職
員

本
採
用
辞
令
交
付
式

　

７
月
３
日
、Ｊ
Ａ
み
っ
か
び
は
浜
松
市
北

区
の
新
柑
橘
選
果
場
建
設
地
で
、起
工
式
を

執
り
行
い
ま
し
た
。起
工
式
に
は
本
会
加
藤

敦
啓
代
表
理
事
理
事
長
が
参
列
し
、工
事
の

安
全
を
祈
願
し
ま
し
た
。工
事
の
設
計
監
理

は
本
会
一
級
建
築
士
事
務
所
が
行
っ
て
い
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
み
っ
か
び
の
新
し
い
選
果
場
は
、年

間
３
４
，０
０
０
ｔ
、日
量
５
０
０
ｔ
の
処
理

能
力
を
持
ち
、国
内
最
大
規
模
と
な
り
ま
す
。

主
な
プ
ラ
ン
ト
と
し
て
、Ａ
Ｉ
選
果
シ
ス
テ

ム
や
腐
敗
抑
制
装
置
を
備
え
る
ほ
か
、家
庭

選
果
を
代
行
し
生
産
者
の
労
力
を
減
ら
す
前

処
理
施
設
な
ど
最
新
鋭
の
プ
ラ
ン
ト
を
整
備

し
ま
す
。ま
た
、パ
レ
ッ
ト
や
産
業
ロ
ボ
ッ
ト

工
事
の
安
全
を
祈
願

Ｊ
Ａ
み
っ
か
び
柑
橘
選
果
場
起
工
式

鈴
木　

康
介
（
西
部
支
所 

み
か
ん
園
芸
課
）

佐
野　

紘
一
（
西
部
畜
産
セ
ン
タ
ー
）

後
藤　

史
也
（
東
部
支
所 

肥
料
農
薬
課
）

青
木　

奏　

（
企
画
管
理
部 

経
理
課
）

鈴
木　

竜
平
（
食
糧
部 

食
糧
課
）

望
月　

大
輝
（
畜
産
部 

食
肉
課
）

▲完成予想図

を
使
っ
た
ス
マ
ー
ト
物
流
シ
ス
テ
ム
な
ど
も

導
入
予
定
で
す
。新
柑
橘
選
果
場
は
令
和
３

年
９
月
中
旬
に
完
成
予
定
で
す
。
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環
境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
機
器
の
説
明
会

「
は
か
る
蔵
」説
明
会
を
開
催

　

６
月
９
日
、
営
農
資
材
課
は
、
県
農
業
会

館
と
市
内
の
圃
場
で
、
ハ
ウ
ス
内
環
境
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
機
器
「
は
か
る
蔵
」
の
説
明
会
を

開
き
、
県
、
本
会
等
関
係
者
お
よ
そ
30
人
が

出
席
し
ま
し
た
。

　

「
は
か
る
蔵
」
は
、
九
州
の
企
業
「
リ
バ

テ
ィ
ー
ポ
ー
ト
ジ
ャ
パ
ン
㈱
」
が
開
発
し
、

全
農
が
取
り
扱
う
ハ
ウ
ス
内
環
境
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
機
器
で
、
気
温
や
湿
度
、
地
温
や
炭
酸

ガ
ス
濃
度
な
ど
を
測
定
し
パ
ソ
コ
ン
や
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
で
確
認
で
き
ま
す
。

　

「
は
か
る
蔵
」
は
、
従
来
の
環
境
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
機
器
に
比
べ
設
置
に
特
別
な
工
事
を

必
要
と
せ
ず
、
セ
ン
サ
ー
や
ア
プ
リ
の
操
作

も
比
較
的
容
易
な
ど
の
特
徴
を
持
ち
、
九
州

を
中
心
に
親
機
７
０
０
機
ほ
ど
の
導
入
実
績

が
あ
り
ま
す
。

　

説
明
会
で
は
、
い
ち
ご
生
産
者
で
も
あ
る

同
社
の
⻆
裕
二
代
表
取
締
役
社
長
よ
り
、
所

属
す
る
Ｊ
Ａ
の
部
会
で
同
機
器
を
導
入
し
、

生
産
者
と
し
て
の
立
場
で
使
い
や
す
い
機
器

を
開
発
し
て
い
る
こ
と
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
デ
モ
機
を
設
置
し
て
い
る
市
内
の
現
地

圃
場
を
視
察
し
、
生
産
者
と
の
意
見
交
換
を

行
い
ま
し
た
。

　

営
農
資
材
課
の
鈴
木
久
義
課
長
は
「
収
量

増
加
に
つ
な
が
る
機
器
と
し
て
、
今
後
、
普

及
に
向
け
推
進
し
て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま

し
た
。
は
か
る
蔵
に
つ
い
て
お
問
合
せ
は

「
み
か
ん
園
芸
部　

営
農
資
材
課
（
電
話

０
５
４

－

２
８
４

－

９
７
２
６
）
」
ま
で
。▲圃場に設置された「はかる蔵」▲デモ機設置圃場視察

▲はかる蔵チラシ

　

６
月
16
日
、
生
産
振
興
開
発
課
は
、
Ｊ

Ａ
御
殿
場
育
苗
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た

タ
マ
ネ
ギ
出
荷
目
揃
会
に
参
加
し
、
情
勢

報
告
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
目
揃
会
で
は
、

品
質
の
統
一
を
図
る
た
め
、
生
産
者
、
Ｊ

Ａ
御
殿
場
職
員
ら
20
人
が
出
席
し
、
出
荷

基
準
や
出
荷
方
法
な
ど
の
確
認
を
し
ま
し

た
。
Ｊ
Ａ
御
殿
場
で
の
タ
マ
ネ
ギ
生
産
は
、

静
岡
県
産
地
技
術
課
題
解
決
研
究
会
（
事

務
局
・
生
産
振
興
開
発
課
）
で
実
施
す
る

「
地
域
特
産
振
興
の
た
め
の
担
い
手
支

援
・
組
織
強
化
事
業
」
の
一
つ
。

　

こ
の
事
業
は
、
県
内
各
地
区
で
実
施
さ

れ
て
い
る
地
域
特
産
作
物
の
振
興
な
ど
の

試
み
に
対
す
る
支
援
を
通
じ
、
営
農
指
導

員
の
資
質
向
上
と
担
い
手
農
業
者
の
所
得

向
上
、
経
営
基
盤
の
安
定
を
図
る
こ
と
が

目
的
。
今
年

度
は
、
Ｊ
Ａ

御
殿
場
で
の

取
り
組
み
を

含
め
４
課
題

に
つ
い
て
実

施
し
て
い
ま

す
。

静
岡
県
産
地
技
術
課
題
解
決
研
究
会

Ｊ
Ａ
御
殿
場
タ
マ
ネ
ギ

出
荷
目
揃
会
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営農支援だより 作物・産地・営農・技術・
資材などの情報をお届けします。

柑
橘
園
の
雑
草
管
理
に
つ
い
て

　

柑
橘
園
に
発
生
す
る
雑
草
の
管
理
に
使
わ
れ

る
茎
葉
処
理
除
草
剤
に
は
数
種
類
の
特
徴
を

持
っ
た
薬
剤
が
体
系
的
に
使
用
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

し
か
し
、
同
じ
系
統
の
除
草
剤
を
連
続
し
て

使
う
こ
と
に
よ
り
同
種
の
雑
草
だ
け
が
残
る
と

か
、
除
草
剤
に
抵
抗
性
を
獲
得
し
た
雑
草
が
問

題
と
な
る
な
ど
の
弊
害
も
有
り
ま
す
。
そ
の
為

に
梅
雨
期
に
は
草
刈
り
作
業
を
入
れ
る
な
ど
、

圃
場
の
年
間
除
草
体
系
を
組
み
立
て
圃
場
管
理

し
ま
し
ょ
う
。

茎
葉
処
理
除
草
剤
を
活
用
す
る　

　

柑
橘
園
で
使
用
さ
れ
て
い
る
除
草
剤
に
は
、

①
茎
葉
処
理
除
草
剤
（
す
で
に
成
長
し
た
雑
草

に
散
布
し
て
枯
ら
す
も
の
）
と
、
②
土
壌
処
理

除
草
剤
（
雑
草
が
発
芽
す
る
前
に
土
壌
表
面
に

散
布
し
て
草
を
成
長
さ
せ
な
い
よ
う
に
す
る
も

の
）
が
あ
り
ま
す
。

　

茎
葉
処
理
剤
に
は
浸
透
移
行
型
（
葉
な
ど
か

ら
植
物
体
全
体
に
有
効
成
分
が
行
き
渡
る
）「
グ

リ
ホ
サ
ー
ト
系
」
と
、
接
触
型
（
か
か
っ
た
部

分
を
枯
ら
す
、吸
収
移
行
の
ほ
と
ん
ど
な
い「
グ

ル
ホ
シ
ネ
ー
ト
系
」
な
ど
の
非
選
択
性
除
草
剤

が
あ
り
ま
す
。

柑
橘
園
の
雑
草
種
類
に
つ
い
て

　

柑
橘
園
で
良
く
見
る
雑
草
に
は
〔
春
草
〕
ハ

コ
ベ
・
ヤ
エ
ム
グ
ラ
・
ホ
ト
ケ
ノ
ザ
な
ど
が
あ

り
ま
す
。〔
夏
草
〕で
は
メ
ヒ
シ
バ
、オ
ヒ
シ
バ
、

ツ
ユ
ク
サ
、
イ
ヌ
タ
デ
、
シ
ロ
ザ
な
ど
。〔
多

年
生
雑
草
〕
と
し
て
オ
オ
ア
レ
チ
ノ
ギ
ク
、
ヤ

ブ
ガ
ラ
シ
、
ス
ギ
ナ
、
ワ
ル
ナ
ス
ビ
な
ど
が
発

生
し
ま
す
。

柑
橘
園
で
の
体
系
と
使
用
時
期
（
例
）

〔
春
草
〕
四
月
～
五
月
頃

　

グ
リ
ホ
サ
ー
ト
剤
１
０
０
～
２
０
０
倍

（
タ
ッ
チ
ダ
ウ
ン
ｉ
Ｑ
・
ラ
ウ
ン
ド
ア
ッ
プ
マ
ッ

ク
ス
ロ
ー
ド
）
を
50
～
１
０
０
ℓ
／
10
ａ
散
布

　
「
土
壌
処
理
剤
」
加
用

〔
夏
草
〕
七
月
～
八
月
頃

グ
ル
ホ
シ
ネ
ー
ト
２
０
０
倍
（
ザ
ク
サ
・
バ
ス

タ
液
剤
）
１
０
０
ℓ
／
10
ａ
散
布

〔
秋
草
〕
九
月
～
十
月
頃

グ
リ
ホ
サ
ー
ト
剤
１
０
０
～
２
０
０
倍
（
タ
ッ

チ
ダ
ウ
ン
ｉ
Ｑ
・
ラ
ウ
ン
ド
ア
ッ
プ
マ
ッ
ク
ス

ロ
ー
ド
）
50
～
１
０
０
ℓ
／
10
ａ
散
布

又
は
（
グ
リ
ホ
サ
ー
ト
混
合
剤
）
サ
ン
ダ
ー
ボ

ル
ト
０
０
７
）
１
０
０
ℓ
／
10
ａ
散
布

　

こ
こ
に
記
載
す
る
薬
剤
は
推
奨
す
る
希
釈
水

量
・
薬
量
で
す
。「
各
薬
剤
の
登
録
内
容
を
確

認
し
使
用
し
て
下
さ
い
」

除
草
剤
の
使
用
方
法
に
つ
い
て

＊
除
草
剤
は
10
ａ
当
り
の
「
希
釈
水
量
」
に
「
薬

液
」
の
投
入
量
で
使
用
し
ま
す
。

（
薬
量
５
０
０
㎖
・
希
釈
水
量
50
ℓ
を
希
釈

す
る
と
（
１
０
０
倍
液
）
に
な
り
ま
す
。）

＊
使
用
時
期
は「
雑
草
生
育
期
草
丈
30
㎝
以
下
」

で
使
用
す
る
適
用
で
す
。

（
雑
草
が
30
㎝
以
上
で
は
希
釈
水
量
が
不
足

し
た
り
、
雑
草
の
下
に
あ
る
草
に
掛
か
ら
な

か
っ
た
り
し
ま
す
、
雑
草
が
大
き
く
な
る
前

の
除
草
を
心
掛
け
る
。）

夏
草
で
の
除
草
効
果
を
現
地
で
確
認

グ
リ
ホ
サ
ー
ト
系
の
オ
ヒ
シ
バ
除
草
効
果

柑
橘
園
で
の
散
布
量
は
「
５
０
０
㎖
／
50
ℓ
／

10
ａ
（
１
０
０
倍
）」

写
真
Ａ
散
布
前
（
７
月
20
日
）・
写
真
Ｂ
散
布

47
日
後
（
９
月
５
日
）
ま
で
雑
草
を
抑
え
て
い

ま
し
た
。

除
草
剤
用
ノ
ズ
ル
を
使
う

除
草
剤
散
布
用
ノ
ズ
ル
に
は
10
ａ
当
り　
〔
５

ℓ
・
10
ℓ
・
25
ℓ
・
50
ℓ
・
１
０
０
ℓ
〕
な
ど

が
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。

肥
料
農
薬
課　

専
門
推
進
員　

望
月
淳
雄

問
合
せ
：
０
５
４

－

２
８
４

－

９
７
２
３

ア）散布後しばらく泡が残るので、かけたところが分かる。

イ）写真は５０ℓ用ノズルを使用し、泡の付着状態がこの程度でも

　付着していれば枯らすことが出来る。

A

B

イ５０ℓノズル付着状況（泡） ア



写真１
ミカンサビダニの生態と被害

ミカンサビダニ
（卵、幼虫、若虫、雌成虫）

初期被害

後期被害

着色期被害
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土
着
天
敵
を
活
用
し
た

ミ
カ
ン
サ
ビ
ダ
ニ
の
総
合
的
防
除
体
系
の
確
立

静岡県農林技術研究所
果樹研究センター 果樹環境適応技術科

主任研究員 土 田 祐 大

農林技
術

研究所
だより

最新研究
紹介

私
が紹介

します

!

に
加
害
さ
れ
た
場
合
に
は
、
着
色
不
良
果

と
な
り
ま
す
（
写
真
１
Ｄ
）
。

　

こ
れ
ま
で
本
害
虫
は
黒
点
病
防
除
に
使

用
さ
れ
る
ジ
チ
オ
カ
ー
バ
メ
ー
ト
系
薬
剤

で
同
時
防
除
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

一
九
九
〇
年
代
に
西
日
本
で
本
系
薬
剤
に

対
し
て
抵
抗
性
を
獲
得
し
た
個
体
群
が
多

発
し
た
こ
と
か
ら
、
カ
ン
キ
ツ
に
甚
大
な

被
害
を
与
え
ま
し
た
。
近
年
は
静
岡
県
内

で
も
ジ
チ
オ
カ
ー
バ
メ
ー
ト
を
含
め
た
複

数
薬
剤
に
対
し
て
殺
虫
効
果
の
低
い
個
体

群
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
農
薬
に
頼
っ
た

防
除
に
は
限
界
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
カ
ン
キ
ツ
園
に
生
息
す
る
土

着
天
敵
の
ミ
カ
ン
サ
ビ
ダ
ニ
に
対
す
る
防

除
効
果
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、
天
敵
に

影
響
の
少
な
い
薬
剤
を
選
抜
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
結
果
を
基
に
ミ
カ
ン
サ
ビ
ダ
ニ

の
総
合
的
防
除
体
系
を
構
築
し
、
現
地
圃

場
に
お
い
て
天
敵
の
有
効
性
を
実
証
し
た

の
で
紹
介
し
ま
す
。

················································

　

ミ
カ
ン
サ
ビ
ダ
ニ
を
捕
食
す
る
天
敵
と

し
て
様
々
な
昆
虫
や
ダ
ニ
類
が
知
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
こ
こ
で
は
静
岡
県
内
の
カ
ン

キ
ツ
園
に
生
息
す
る
土
着
の
カ
ブ
リ
ダ
ニ

類
に
注
目
し
ま
し
た
。

　

カ
ン
キ
ツ
園
に
は
主
に
３
種
の
カ
ブ
リ

ダ
ニ
類
が
発
生
し
ま
す
。
こ
の
う
ち
ミ
ヤ

コ
カ
ブ
リ
ダ
ニ
は
ハ
ダ
ニ
を
好
ん
で
捕
食

す
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
に
本
天
敵
を
活
用

し
た
ミ
カ
ン
ハ
ダ
ニ
防
除
体
系
が
確
立
し

て
い
ま
す
。
一
方
、
コ
ウ
ズ
ケ
カ
ブ
リ
ダ

ニ
（
以
下
、
コ
ウ
ズ
ケ
）
（
写
真
２
）
と

ニ
セ
ラ
ー
ゴ
カ
ブ
リ
ダ
ニ
（
以
下
、
ニ
セ

ラ
ー
ゴ
）
は
ハ
ダ
ニ
の
捕
食
は
あ
ま
り
得

意
で
な
い
も
の
の
、
様
々
な
害
虫
や
花
粉

二　
ミ
カ
ン
サ
ビ
ダ
ニ
の
防
除
に

　
　
有
効
な
土
着
天
敵
の
探
索

を
食
べ
て
増
殖
で
き
ま
す
。
そ
こ
で
、
こ

れ
ら
２
種
の
ミ
カ
ン
サ
ビ
ダ
ニ
に
対
す
る

有
効
性
を
評
価
し
ま
し
た
。

················································

　

コ
ウ
ズ
ケ
や
ニ
セ
ラ
ー
ゴ
は
ミ
カ
ン
サ

ビ
ダ
ニ
を
多
数
捕
食
し
ま
す
が
、
本
害
虫

の
み
を
餌
と
し
た
場
合
は
増
殖
で
き
ま
せ

ん
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ら
カ
ブ
リ
ダ
ニ
の
放

飼
に
加
え
、
増
殖
に
適
し
た
餌
と
し
て

三　
２
種
カ
ブ
リ
ダ
ニ
の
放
飼
と

　
　
代
替
餌
の
提
供
に
よ
る

　
　
ミ
カ
ン
サ
ビ
ダ
ニ
抑
制
効
果

················································

　

ミ
カ
ン
サ
ビ
ダ
ニ
（
写
真
１
Ａ
）
は
カ

ン
キ
ツ
樹
上
に
通
年
で
生
息
し
て
い
ま
す
。

本
種
は
芽
の
隙
間
で
越
冬
し
、
発
芽
と
同

時
に
新
葉
で
増
殖
を
始
め
ま
す
。
越
冬
密

度
が
高
い
場
合
に
は
新
葉
を
加
害
し
、
縮

れ
が
生
じ
ま
す
。
６
月
頃
か
ら
は
果
実
に

も
寄
生
が
始
ま
り
、
７
月
ま
で
に
果
実
を

加
害
さ
れ
た
場
合
に
は
灰
白
色
の
被
害
と

な
り
（
写
真
１
Ｂ
）
、
８
月
か
ら
９
月
に

加
害
さ
れ
た
場
合
に
は
黒
褐
色
の
被
害
と

な
り
ま
す
（
写
真
１
Ｃ
）
。
近
年
は
温
暖

化
の
影
響
に
よ
り
秋
の
気
温
が
高
く
推
移

す
る
こ
と
が
多
い
た
め
、
11
月
の
着
色
期

一　
は
じ
め
に

A

B

C

D

写真２　コウズケカブリダニとミカンサビダニ

0.5mm

ミカンサビダニ

コウズケカブリダニ
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｢
花
粉｣

を
与
え
た
場
合
の
ミ
カ
ン
サ
ビ
ダ

ニ
に
対
す
る
被
害
抑
制
効
果
を
検
討
し
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
被
害
果
率
は
無
処
理

区
で
高
く
、
コ
ウ
ズ
ケ
の
放
飼
と
花
粉
を

組
み
合
わ
せ
た
区
で
最
も
低
く
な
り
ま
し

た
（
写
真
３
）
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
コ
ウ

ズ
ケ
を
利
用
し
た
ミ
カ
ン
サ
ビ
ダ
ニ
防
除

体
系
の
構
築
を
目
指
し
ま
し
た
。

四　
コ
ウ
ズ
ケ
カ
ブ
リ
ダ
ニ
に

　
　
対
す
る
農
薬
の
影
響
評
価

················································

　

コ
ウ
ズ
ケ
は
、
春
に
増
殖
を
開
始
し
、

６
月
に
発
生
の
ピ
ー
ク
を
迎
え
ま
す
。
こ

の
こ
と
か
ら
、
カ
ン
キ
ツ
園
で
春
か
ら
初

夏
に
か
け
て
使
用
さ
れ
る
農
薬
の
影
響
を

評
価
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
カ
イ
ガ
ラ

ム
シ
防
除
に
利
用
さ
れ
る
有
機
リ
ン
系
殺

虫
剤
や
黒
点
病
防
除
に
利
用
さ
れ
る
ジ
チ

オ
カ
ー
バ
メ
ー
ト
系
殺
菌
剤
は
影
響
が
大

き
い
と
評
価
さ
れ
ま
し
た
が
、
ネ
オ
ニ
コ

チ
ノ
イ
ド
系
殺
虫
剤
や
灰
色
か
び
病
や
そ

う
か
病
防
除
に
利
用
さ
れ
る
殺
菌
剤
に
は

あ
ま
り
影
響
を
受
け
ま
せ
ん
で
し
た
。

················································

　

静
岡
県
内
の
ミ
カ
ン
サ
ビ
ダ
ニ
が
常
発

す
る
カ
ン
キ
ツ
園
に
お
い
て
、
コ
ウ
ズ
ケ

の
保
護
・
利
用
に
よ
る
本
害
虫
の
防
除
効

果
を
現
地
実
証
し
ま
し
た
。

　

試
験
は
、
コ
ウ
ズ
ケ
が
増
殖
す
る
４
～

６
月
末
ま
で
は
天
敵
に
影
響
の
少
な
い
薬

剤
を
使
用
す
る
「
保
護
区
」
、
こ
の
中
に

コ
ウ
ズ
ケ
を
放
飼
す
る
「
放
飼
保
護
区
」

を
設
け
、
従
来
ど
お
り
の
防
除
を
行
う

「
慣
行
区
」
と
の
防
除
効
果
を
比
較
し
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
コ
ウ
ズ
ケ
は
放
飼
保

護
区
と
保
護
区
で
多
く
捕
獲
さ
れ
、
特
に

放
飼
保
護
区
で
は
保
護
区
の
約
２
倍
の
個

体
数
と
な
り
ま
し
た
。
一
方
、
慣
行
区
で

は
コ
ウ
ズ
ケ
が
ほ
と
ん
ど
確
認
さ
れ
ま
せ

ん
で
し
た
。
ミ
カ
ン
サ
ビ
ダ
ニ
の
寄
生
虫

数
は
慣
行
区
、
保
護
区
、
放
飼
保
護
区
の

順
に
少
な
く
な
り
、
被
害
果
率
は
慣
行
区

で
32
％
、
保
護
区
で
24
％
、
放
飼
保
護
区

で
17
％
と
な
り
ま
し
た
（
図
１
）
。
こ
の

結
果
は
、
コ
ウ
ズ
ケ
が
農
薬
か
ら
保
護
さ

れ
、
か
つ
放
飼
に
よ
り
高
密
度
と
な
っ
た

こ
と
で
多
く
の
ミ
カ
ン
サ
ビ
ダ
ニ
を
捕
食

し
た
こ
と
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

················································
　

コ
ウ
ズ
ケ
を
保
護
・
活
用
し
た
防
除
は

薬
剤
抵
抗
性
を
獲
得
し
た
ミ
カ
ン
サ
ビ
ダ

ニ
に
対
し
て
も
有
効
な
方
法
で
す
。
た
だ

し
、
本
天
敵
の
密
度
は
７
月
以
降
に
低
下

す
る
た
め
、
実
証
試
験
で
も
確
認
さ
れ
た

よ
う
に
ミ
カ
ン
サ
ビ
ダ
ニ
の
被
害
を
完
全

に
抑
制
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
こ
の

た
め
、
春
に
マ
シ
ン
油
乳
剤
を
散
布
し
て

本
害
虫
の
越
冬
後
の
密
度
を
下
げ
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
本
害
虫
の
多
発
園

で
は
果
実
上
で
増
殖
す
る
７
月
や
９
月
に

効
果
の
高
い
薬
剤
を
散
布
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
が
、
夏
季
は
ミ
カ
ン
ハ
ダ
ニ
の
土

着
天
敵
が
働
い
て
い
る
た
め
、
こ
れ
ら
の

天
敵
に
影
響
の
少
な
い
薬
剤
を
選
択
し
ま
す
。

　

カ
ン
キ
ツ
園
に
発
生
す
る
コ
ウ
ズ
ケ
の

密
度
は
年
に
よ
っ
て
異
な
る
た
め
、
本
防

除
体
系
の
開
始
当
初
は
効
果
が
安
定
し
な

い
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
数
年

間
継
続
し
て
実
施
す
る
こ
と
で
コ
ウ
ズ
ケ

の
密
度
が
安
定
し
、
ミ
カ
ン
サ
ビ
ダ
ニ
に

対
す
る
防
除
効
果
が
高
ま
り
ま
す
。
今
後

は
地
域
単
位
で
本
防
除
体
系
に
取
り
組
む

と
と
も
に
、
園
地
内
外
の
植
生
管
理
（
コ

ウ
ズ
ケ
の
餌
と
な
る
花
粉
源
を
増
や
す
な

ど
）
に
よ
り
本
天
敵
が
発
生
し
や
す
い
環

境
を
整
備
す
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

連
絡
先　

静
岡
市
清
水
区
茂
畑

静
岡
県
農
林
技
術
研
究
所

果
樹
研
究
セ
ン
タ
ー

果
樹
環
境
適
応
技
樹
科

kajyu-kenkyu@
pref.shizuoka.lg.jp

写
真
３

コ
ウ
ズ
ケ
カ
ブ
リ
ダ
ニ
へ
の
花
粉
提
供
に
よ
る
ミ
カ
ン

サ
ビ
ダ
ニ
被
害
抑
制
効
果

コウズケ
花粉あり

天敵なし
花粉あり

コウズケ
花粉なし

天敵なし
花粉なし

五　
コ
ウ
ズ
ケ
カ
ブ
リ
ダ
ニ
を

　
　
保
護
・
活
用
し
た
ミ
カ
ン

　
　
サ
ビ
ダ
ニ
防
除
体
系
の
実
証

六　
お
わ
り
に

図１ 現地圃場におけるコウズケカブリダニの保護と放飼による
ミカンサビダニ被害抑制効果

　*、**はカイ二乗検定により慣行との間に有意な差があることを示す
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JAタウン

しずおか「手しお屋」のオススメ商品

●更新情報はメールでお知らせ　●JA職員はイントラから利用できます。（登録不要）

〜他にも、農畜産物別の情報や県内JAのニュースなども充実〜 検 索しずおか手しお屋

▲Facebook ▲インスタグラム

▲「オリジナルジェラート6種　JA静岡市」
規格：120ml×6種
価格：3,800円（送料税込）
※別途クール代がかかります

▲「静岡の花」公式インスタグラム

Keizairen ┃　　0910　　┃ Keizairen

野菜花卉課より「静岡の花」ＳＮＳのご紹介

担当：みかん園芸部　野菜花卉課（TEL:054-284-9714）

▲商品ページQRコード

JA静岡市オリジナルジェラートセット

担当：営業部 流通開発課（TEL:054-284-9728）

　暑い夏に食べたい！ひんやり冷たいスイーツはいかがです
か？今回は、JA静岡市の特産品を使ったオリジナルジェラート・
シャーベットセットをご紹介します。
　商品セット内容は、長田の桃、スルガエレガント、すっぱみ
かん、本山茶、きぬむすめ、ラム酒入りドライフルーツの6種で
様々な味を楽しめるバラエティセットです。素材を活かした味
わいに仕上げています。ご自宅用はもちろんですが、贈り物とし
てもおすすめのアイテムです！
　商品の詳細やお買い求めは右記QRコードを読み取るか、JA
タウン手しお屋で検索し商品ページをご確認ください♪当
ショップではこの他にも静岡の旬の農産物を多数取り揃えてい
ます！ぜひご覧ください。

JAタウン手しお屋ショップから
この時期おススメの商品を

ご紹介します♪

　野菜花卉課は、静岡の花の魅力や最新の産地状況をお知
らせするため、SNSを開設しました。SNSはインスタグラムと
Facebookを展開しており、産地圃場から最新の生育状況や販売
店でのフェア情報、この時期おすすめのお花を写真で紹介して
います。
　本県は高品質でバリエーション豊富なお花がいっぱいの「花
の都」。静岡のお花をSNSでもお楽しみください。『JA静岡経済連

「静岡の花」』インスタグラム、Facebookのフォローをぜひよろ
しくお願いします！各SNSは以下のQRコードから確認できます。



経済連肥薬通信8月号
経済連コンサルタントによる作物情報

農業機械「ＪＡ農業応援キャンペーン」と
ＪＡ-SS「笑顔満タン！ありがとうキャンペーン」を
８月31日（月）まで実施しています。

市場概況
大田市場、名古屋市場、大阪市場の概況を
月、木曜日に更新しています。

生産技術や食の安心・安全等に関わる情報を
随時掲載しています！

JA組合員限定農業に役立つ情報が満載!!

経済連肥薬通信

販売情報

生産振興情報

イベント情報

●更新情報はメールでお知らせ　●JA職員はイントラから利用できます。（登録不要）

担当：生産資材部 生産振興開発課 （TEL 054-284-9729）
〜他にも、農畜産物別の情報や県内JAのニュースなども充実〜

ご登録
ご利用

無料
更新

営農ナビ

Keizairen ┃　　0910　　┃ Keizairen

建設部からのINFORMATION

焼津市南部地域の新拠点整備
大富支店建設工事　起工式
　４月24日、ＪＡ大井川は、大富支店建設工事の起工式を行ないました。
　神事は、新型コロナウィルス感染拡大防止の対策を処置し、ＪＡ役職
員工事関係者等、最小限の出席者により厳粛に執り行われました。
　現大富支店は、長年にわたり地域に親しまれてきましたが、施設の老
朽化にともない、同敷地に建替えることになりました。

　新店舗は、敷地を有効活用し、支店および営農経済センターを併設し
た建物となり、令和２年12月完成、令和３年１月オープン予定です。
　新店舗のオープン後、２期工事として、料理教室および加工室の整備
を予定しています。
　設計監理は、静岡県経済連一級建築士事務所が行なっています。

担当　建設部　054-284-9523

大井川農業協同組合

▲完成イメージ図 ▲地鎮の儀の様子
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担当：くらし支援部　生活葬祭課　（TEL 054-284-9740）


